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メッキ液・エッチング液の薬液濃度計
検出器／変換器一体型
　銅濃度／ニッケル濃度計

検出器／変換器分離型
　銅濃度／ニッケル濃度計

プロセス用！！
　電磁誘導式　液体濃度計

プローブ型！
　硫酸銅／ニッケル濃度計

CU-800／Ni-800 CU-502／Ni-502 EMC-502 CU-5Z／Ni-5Z

Ni-800
高濃度：0.0～200.0 g/ℓ (Ni)
低濃度：0.00～20.00 g/ℓ (Ni)

Cu-800
高濃度：0.0～80.0 g/ℓ (Cu)
低濃度：0.00～20.00 g/ℓ (Cu)

工業用　５０２シリーズ
　硫酸銅モニター
　ニッケルモニター
　ｐＨモニター
　ＯＲＰモニター
　フッ素イオンモニター
　電磁濃度計

CU-502
Ni-502
PC-502
OC-502
KF-502
EMC-502

プローブ型　５Ｚシリーズ
〇銅濃度計　CU-5Z
　銅濃度を0.0～76.0g/ℓの範囲で測定

〇ニッケル濃度計　Ni-5Z
　ニッケル濃度を0.0～199.9g/ℓの範囲で測定

〇銅・ニッケル濃度計　CUNi-5Z
　一台で銅とニッケル濃度を測定

簡単取付
簡単操作
高機能

電気的無接触型で
高濃度薬液濃度測定

測定方式

測定対象

測定範囲
測定単位

電磁誘導式センサー

塩酸、硫酸、硝酸、その他

サンプルにより異なります。
（応相談）

表面処理業界の総合プランナー

めっきのことなら何でもお任せ下さい！

〒144-0051  東京都大田区西蒲田 7 丁目 57 番 11 号
本 社　TEL 03-3733-7131　FAX 03-3739-0321
湘 南　TEL 0466-34-1711　FAX 0466-34-0581
横 浜　TEL 045-461-6088　FAX 045-461-6077

www.sanmatu.co.jp

〒120-0015 東 京 都 足 立 区 足 立 2 - 4 0 - 1 6

〒374-0123 群馬県邑楽郡板倉町飯野 2334-1
電 話 03(3852)1161　FAX 03(3852)1165

電 話 0276(82)2521　FAX 0276(82)2525

本 社

館林工場

　

神
奈
川
表
面
技
術
研
究
会
で
は
、
去
る
2
月
18
日

の
13
時
～
16
時
45
分
に
関
東
学
院
大
学 

横
浜
・
金
沢

八
景
キ
ャ
ン
パ
ス
材
料
・
表
面
工
学
研
究
所
（
12
号

館
２
階
） 

に
て
実
習
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　
「
電
気
化
学
測
定
法
の
理
論
と
応
用
」
と
題
し
、電

気
化
学
の
基
礎
・
反
応
過
程
と
速
度
論
的
パ
ラ
メ
ー

タ
に
つ
い
て
、
め
っ
き
反
応
過
程
に
お
け
る
物
質
移

動
と
電
荷
移
動
、
限
界
電
流
密
度
、
交
換
電
流
密
度
、

溶
液
組
成
、
錯
体
系
、
温
度
、
撹
拌
な
ど
か
ら
高
速

め
っ
き
や
添
加
剤
の
評
価
法
を
学
び
、
硫
酸
銅
め
っ

き
浴
を
用
い
て
実
際
に
測
定
す
る
実
習
及
び
質
疑
応

答
を
行
っ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り

13
時
～
14
時　

座
学　
（
講
師
：
山
下
嗣
人 

関
東
学

院
大
学 

名
誉
教
授
）

14
時
10
分
～
16
時
45
分　

実
習　

添
加
剤
・
光
沢
剤

の
効
果
と
作
用
機
構
・
高
速
め
っ
き
の
理
論
（
講
師
：

堀
内
義
夫　

関
東
学
院
大
学　

常
勤
講
師
）

16
時
15
分
～
16
時
45
分　

質
疑
応
答

神奈川表面技術研究会が実習セミナーを開催

テ
ー
マ
は「
電
気
化
学
測
定
法
の
理
論
と
応
用
」
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去る 1 月 29 〜 31 日に、東京ビッグ
サイトで開催された「SURTECH2025 
表面技術要素展」のリポート第２弾。

耐久性抜群な薄膜製造技術であるイオンプレーティング法に
よる金属化合膜を、医療部品・自動車関連部品・インテリア
用品・キッチン用品・ステーショナリー・アクセサリー等の
装飾分野に、メッキ塗装の代替技術として提供している同社
では、「お客様の製品を、密着性と耐摩耗性に優れ、かつメタ
リック調のカラーリングによりファッション性を備えた製品
に仕上げることができます」と PR した

同社は、表面処理プロセスの薬液・排水の移送に最適なケミ
カルポンプの UV 殺菌機能 + 自吸式ポンプ + フィルターろ過
機 YD-CTS 型と軽量コンパクト！樹脂製水中ポンプ YD-
GWS 型の 2 機種を展示した

「液体を扱
う 装 置 を
得意とし、
小 型 の め
っき装置・
研 究 用 実
験 装 置 を
多 数 ラ イ
ン ナ ッ プ
して、めっ
き を し た
い方や分析をしたい方に目的別にあなたにあった ” 唯一 ” をお
作りします」と PR し、改良された強撹拌、高電流仕様のウェ
ハめっき装置や噴流めっき装置等、従来よりもより効率的なめ
っき実験を可能とする製品群を展示した

野坂電機

EBINAX 吉野電化工業　JetMetal　スズキハイテック　塚田理研工業

熊本の表面
処理会社で、
めっきを主
にやってい
るオジック
テクノロジ
ーズは、半導
体・半導体製
造装置、自動
車、エレクト
ロニクス、パ
ワー半導体、
食品産業、な
どさまざま
な産業分野の製品や製造装置の処理を手がけて
おり、さまざまな分析・評価機器も取り揃えてお
客様と一緒に製品開発・評価を行うと PR した

ＮＣＣ

ワ
ー
ル
ド
ケ
ミ
カ
ル

山
本
鍍
金
試
験
器

微細部品へのめっきは世界最高レベルと自負する同社で
は、①小さな部品への精密めっき：線径 13 μｍのコイルス
プリングや外径 70 μｍのプランジャーと呼ばれる髪の毛
よりも細い極小のピンへのめっきや②袋穴製品への内面め
っき：穴径 1㎜以下の袋穴への内面めっき、③組付き・は
りつき品へのめっき：製品の形状により、回転めっき及び
静止めっきで出来ない形状のものへのめっきを PR した

エルグ

オ
ジ
ッ
ク
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

表面処理のトータル
システムプランナー
の同社は、オーダーメ
イドの表面処理シス
テムを、ワールドワイ
ドに展開している。

「グローバルに展開し
ておりますので、装置
のお困りごとなど、お
気軽にお声がけくだ
さい」と PR した

「精密機械加工」と、「めっき・表面処理」の 2 部門が連携
し、精密部品の一貫加工を可能と PR していた

高
知
精
工
メ
ッ
キ

EBINAX は 吉 野 電 化 工 業
（立体配線技術他）、Jet Me
tal ECHNOLOGIES（EMI
シールドコーティング他）
やスズキハイテック（バイ
オミメティックス他）、塚田
理研工業 (Life Cycle Asse
ssment 他 ) と共同出展し、
ガラスの微細穴加工、ガラ
ス基板の穴埋め・パターン
めっき処理を紹介した

表面処理を行った金
属製品を展示し、同社
自慢の金めっきをは
じめ、豊富なカラーバ
リエーションのアル
マイト製品、細かな部
分まで綺麗な塗装を
された電着塗装製品
を紹介。当日はスタッ
フが各種表面処理の
利点や特徴を、丁寧に
紹介して、「現在お困
りの製品がございま
したらブースまでお
越しください、当社が
解決させて頂きます」
と PR した

「時代は変わる！めっきで変わる！」と掲げ、下地めっ
き（銅、ニッケル）、仕上げめっき（金、銀、光沢錫、
ブロンズ、艶消し調等）各種めっきを PR して、「装飾
品から電子部品までどんなめっき加工へも挑戦いた
します！何でもご相談ください！」と PR していた

一般的な DLC よりも高硬度・高密度・低応力で耐衝撃・耐
摩耗性に優れた DLC 皮膜の新方式、GCIB-DLC【タフカー
ボン】を紹介。水素フリーでドロップレットレスのため高
い離型性を持ち、特にハンダ離型性に優れている。
 導電性を持った【タフコンダクター】シリーズは一般的な
DLC よりも高い導電性を持ち、耐摩耗・耐衝撃・導電・静
電除去・ハンダ離型などを PR していた

その他、フランス HEF グループの日本製造拠点であるナノコート・ティーエスでは、表面材料技術をベースに、トライボロ
ジー（摩擦と摩耗）・フォトニクス・水素技術の 3 つの分野での表面処理受託加工をグローバルに展開している。真空プラズ
マ技術を用いた DLC（ダイヤモンドライクカーボン）コーティング、塩浴軟窒化処理（タフトライド加工）は、各種摺動部
品・金型治工具等の耐久寿命向上・トライボロジー特性向上に貢献していると PR し、受託表面処理を提供しているネオス
は、 半導体で培った高グレードな表面処理技術を活かして、各種課題にアプローチし、狭い流路でも液体が流れる親水処理、
防汚や固着防止できる撥水処理、表面をミクロンオーダーで平滑化する精密研磨、半導体グレードで異物を取り除ける精密
洗浄を用いて課題解決を図ると PR した。
また、田島製作所では、環境配慮した PFAS 対応の潤滑アルマイトや接着剤を使用しない金属と樹脂接合のためのエッチン
グまで環境をテーマとした機能性表面処理を展示し、サンライトと共同出展した東陽理化学は、表面処理をおこなった電解
研磨処理・酸洗処理・化学研磨処理・精密電解処理などの表面処理各種サンプルを展示し、スタッフが各種表面処理の違い
や特徴などを丁寧に紹介していた

日本電鍍工業（埼玉組合） 野坂電機

野村鍍金（一社）日本表面処理機材工業会
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大 阪 府 東 大 阪 市 今 米 2 - 1 - 2 9

神奈川県厚木市岡田 2-8-28 パストラル飯島 202A
愛 知 県 春 日 井 市 勝 川 町 2 - 1 5 - 2
福 岡 県 福 岡 市 博 多 区 東 雲 町 3 - 3 - 1 - 6 0 2
東京都練馬区氷川台 3-29-11 ベネ氷川台 101

本 社

関 東 営 業 所
東 海 営 業 所
九 州 営 業 所
リサイクル事業部

[ 統括本部 ] TEL.072-967-2732 FAX.072-967-2809
[ 技術本部 ] TEL.072-967-1149 FAX.072-967-2559
TEL.046-229-4884 FAX046-229-5123
TEL.0568-33-5600 FAX.0568-33-5636
TEL.092-587-6333 FAX.092-587-6330
TEL.03-6906-4811 FAX.03-6906-4812

〒578-0903

〒243-0021
〒486-0945
〒812-0871
〒179-0084

　

神
奈
川
表
面
技
術
研
究
会

（
田
代
雄
彦
会
長
）の
第
4
回
定

例
研
究
会
が
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
と
会
場
開
催
の

併
用
で
３
月
25
日
の
午
後
１ 

時
30
分
か
ら
関
東
学
院
大
学 

横
浜
・
金
沢
八
景
キ
ャ
ン
パ
ス
・

フ
ォ
ー
サ
イ
ト 

21
・
３
階 

Ｆ-

３
０
１
で
開
催
さ
れ
た
。

　

定
刻
と
な
り
講
演
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
紹
介
の
あ
と
、
最
初
の

13
時
35
分
か
ら
14
時
30
分
の
講

　

３
月
７
日
に
東
京
都
港
区
に

あ
る
機
械
振
興
会
館
地
下
２
階

ホ
ー
ル
で
「
第
64
回
防
錆
技
術

学
校
修
業
式
」が
挙
行
さ
れ
た
。

　

定
刻
と
な
り
開
会
宣
言
の

後
、
最
初
に
論
文
発
表
会
と
な

り
「
塩
害
に
お
け
る
塗
替
塗
装

で
の
延
命
化
」
の
題
材
で
建
設

塗
装
工
業
㈱
東
海
支
店
の
元
島

誠
一
氏
が
発
表
し
、
次
に

I-PEX

㈱
の
小
群
工
場
の
桐

原
光
太
郎
氏
が
「
ス
ト
ラ
イ
ク

ニ
ッ
ケ
ル
め
っ
き
後
の
、
め
っ

き
密
着
性
に
つ
い
て
」
と
題
し

た
論
文
を
発
表
し
た
。

続
い
て
修
業
証
認
定
証
授
与
式

と
な
り
、
開
会
の
あ
い
さ
つ
で

藤
田
栄
防
錆
技
術
協
会
会
長
が

「
修
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
日
、
経
済
産
業
省
、
業

界
を
含
む
、
講
師
並
び
に
防
錆

管
理
士
会
の
皆
様
の
ご
列
席
の

元
、
第
64
回
防
錆
技
術
学
校
修

業
式
を
挙
行
で
き
る
こ
と
に
感

人
の
努
力
と
強
固
な
意
志
を
も

っ
て
学
習
に
臨
ま
れ
、
本
日
の

栄
冠
を
勝
ち
取
ら
れ
ま
し
た
。

　

防
錆
防
食
技
術
は
、
個
・
公

共
に
関
わ
ら
ず
社
会
に
益
々
重

要
な
技
術
と
な
り
、
防
錆
管
理

士
が
実
力
を
発
揮
す
る
社
会
に

な
っ
て
来
て
い
る
。
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
は
施
工
時
に
防
錆
管
理

士
を
参
加
さ
せ
る
よ
う
に
指
示

す
る
施
主
も
増
加
し
て
お
り
ま

す
。
修
業
者
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
こ
こ
で
学
ば
れ
た

知
識
を
ベ
ー
ス
に
我
が
国
の
発

展
と
社
会
の
貢
献
に
寄
与
し
活

躍
す
る
こ
と
を
ご
期
待
い
た
し

ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

次
に
経
過
報
告
で
、「
第
64
回

防
錆
技
術
学
校
は
産
学
官
か
ら

の
講
師
72
名
に
よ
り
受
講
者
２

４
５
名
を
迎
え
開
校
し
た
。
本

面
の
状
態
を
理
解
す
る
こ
と
は

物
性
や
特
性
の
向
上
に
繋
が
る

重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
り
、

講
演
で
は
，
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ

ン
電
池
の
電
極
表
面
に
形
成
さ

れ
る
被
膜
が
電
池
寿
命
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
、
表
面
分
析

装
置
を
用
い
た
研
究
結
果
を
中

心
に
紹
介
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
14
時
40
分
か

ら
15
時
35
分
に
は
「
め
っ
き
お

よ
び
表
面
処
理
技
術
の
腐
食
分

野
に
お
け
る
応
用
と
展
開
」
と

題
し
、
東
京
科
学
大
学
総
合
研

究
院
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
材
料
研
究

所
／
未
来
産
業
技
術
研
究
所
の

大
井
梓
准
教
授
が
、
め
っ
き
お

よ
び
表
面
処
理
技
術
の
腐
食
分

野
に
お
け
る
応
用
と
展
開
に
つ

い
て
解
説
し
、
パ
ル
ス
メ
ッ
キ

法
に
よ
る
Pt-

Cu
ナ
ノ
粒
子
の

作
製
と
溶
解
劣
化
の
評
価
、
脱

合
金
を
活
用
し
た
表
面
の
改

質
、
Cu
の
防
錆
材
と
し
て
使
わ

れ
る
Ｂ
Ｔ
Ａ
の
腐
食
抑
制
効

果
、
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板
の
土
壌

腐
食
特
性
な
ど
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
交
え
な

が
ら
紹
介
し
た
。

　

次
に
15
時
45
分
か
ら
16
時
40

分
の
最
後
の
講
演
で
「
め
っ
き

反
応
解
析
に
対
す
る
表
面
増
強

ラ
マ
ン
散
乱
分
光
測
定
と
理
論

計
算
の
応
用
」
と
題
し
、
早
稲

田
大
学
理
工
学
術
院
国
際
理
工

学
セ
ン
タ
ー
の
國
本
雅
宏
准
教

授
が
、
表
面
増
強
ラ
マ
ン
散
乱

校
の
教
育
は
１
年
間
を
腐
食
理

論
・
環
境
と
腐
食
・
耐
食
材
料

な
ど
の
基
礎
学
問
の
前
期
と
後

期
に
は
専
門
分
野
別
の
施
設
防

食
科
・
防
錆
塗
装
科
・
防
錆
塗

装
科
別
科
・
め
っ
き
科
・
防
錆

包
装
科
の
５
つ
の
科
に
分
か
れ

実
務
教
育
を
通
信
教
育
に
よ
り

実
施
し
、
昨
年
６
月
か
ら
本
年

１
月
ま
で
の
科
目
ご
と
に
実
施

し
た
添
削
問
題
の
成
績
、
面
接

講
義
時
の
講
義
理
解
の
確
認
試

験
、
基
礎
筆
記
試
験
の
結
果
、

並
び
に
防
錆
管
理
士
認
定
論
文

な
ど
を
総
合
的
に
評
価
判
定

し
、
２
２
９
名
の
方
々
が
修
了

　

次
に
成
績
優
秀
賞
授
与
、
成

績
最
優
秀
賞
授
与
、
優
秀
論
文

賞
授
与
が
行
わ
れ
来
賓
祝
辞
で

産
業
経
済
省
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
環
境
局 

大
学
連
携
推
進
室

長
の
川
上
悟
史
氏
の
祝
辞
を
加

治
佐
一
晃
室
長
補
佐
が
代
読

し
、
講
師
祝
辞
で
東
京
都
立
産

業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
開

発
本
部
主
任
研
究
員
の
竹
内
昌

太
氏
が
祝
辞
を
述
べ
、
就
業
者

答
辞
を
東
亜
デ
ィ
ー
ケ
ー
ケ
ー

㈱
の
高
橋
成
明
氏
が
述
べ
、
閉

会
と
な
り
、
無
事
に
第
64
回
防

錆
技
術
学
校
修
業
式
が
閉
式
し

た
。

分
光
法
は
、
特
定
の
金
属
ナ
ノ

構
造
と
励
起
光
と
の
相
互
作
用

を
利
用
し
て
基
板
表
面
近
傍
に

お
け
る
化
学
構
造
の
散
乱
光
シ

グ
ナ
ル
を
増
強
す
る
測
定
手
法

だ
が
、
我
々
は
理
論
計
算
と
共

に
、
直
接
観
察
・
計
測
の
困
難

な
固
液
界
面
反
応
を
解
析
す
る

手
段
と
し
て
積
極
的
に
応
用
し

て
お
り
、
い
く
つ
か
の
め
っ
き

反
応
へ
の
解
析
事
例
を
挙
げ
な

が
ら
、
表
面
処
理
技
術
に
関
わ

る
反
応
機
構
の
理
解
に
対
す
る

そ
れ
ら
分
光
測
定
や
理
論
計
算

の
有
用
性
に
つ
い
て
講
演
し

た
。

　

最
後
に
事
務
報
告
が
あ
り
、

神
奈
川
表
面
技
術
研
究
会
第
4

回
定
例
研
究
会
は
閉
会
と
な
っ

た
。

演
で
「
電
気
化
学
反
応
に

よ
り
形
成
さ
れ
る
被
膜
の

表
面
状
態
」
と
題
し
、
神

奈
川
大
学
化
学
生
命
学
部

応
用
化
学
科
の
福
西
美
香

助
教
が
、
自
身
の
経
歴
を

述
べ
た
の
ち
に
、
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
化
学
反
応
の

相
互
作
用
を
利
用
す
る
電

気
化
学
反
応
に
お
い
て
、

反
応
が
進
行
す
る
電
極
表

謝
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
親
切
丁
寧
な
講

師
の
先
生
方
の
ご
指
導
ご

支
援
の
た
わ
も
の
だ
と
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　

防
錆
技
術
学
校
教
育
は

腐
食
に
関
す
る
す
べ
て
の

防
錆
処
理
を
学
び
、
通
信

制
と
し
て
行
わ
れ
る
と
い

う
大
き
な
特
徴
を
有
し
て

い
る
。
修
業
鵜
者
各
位
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の

1
年
多
忙
な
日
々
を
ご
本

第
64
回
防
錆
技
術
学
校
修
業
式

さ
れ
、
防
錆
管
理
士
に
は
２

２
７
名
の
方
が
認
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
」
と
報
告
が
あ
っ

た
。

　

続
い
て
修
業
証
並
び
に
防

錆
管
理
士
認
定
書
の
授
与
が

行
わ
れ
就
業
者
を
代
表
し
て

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド

㈱
の
鈴
木
崇
浩
氏
が
修
業
者

代
表
と
し
て
壇
上
で
修
業
証

を
藤
田
会
長
よ
り
授
与
さ
れ

た
。

神
奈
川
表
面
技
術
研
究
会　

第
４
回
定
例
研
究
会

会場の様子会場の様子

藤田 栄 防錆技術協会会長
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ＦＲＰ加工・成型・施工

　南 越 化 成合同
会社

〒315-0121　茨城県石岡市真家 422
電 話　0299-46-0063　　E-mail  info@minamisyou.co.jp

信頼と信用をかたちに

　

公
益
社
団
法
人
自
動
車
技
術

会
（
中
畔 
邦
雄
会
長 

）
は
、３

月
24
日
㈪
に
東
京
都
千
代
田
区

に
あ
る
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

に
て
、
第
13
回
モ
ビ
リ
テ
ィ
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式

を
開
催
し
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
中
高
生

の
時
期
に
モ
ビ
リ
テ
ィ
デ
ザ
イ

ン
を
通
じ
て
、
も
の
づ
く
り
の

魅
力
に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
動

車
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
公
募
企
画
。
２
０
２
４
年

11
月
よ
り
「
10
年
後
の
暮
ら
し

を
楽
し
く
す
る
乗
り
物
」
を
テ

ー
マ
に
募
集
し
、
第
13
回
目
の

開
催
と
な
っ
た
今
回
の
コ
ン
テ

ス
ト
は
、
全
国
か
ら
２
４
９
件

の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
た
。
審
査

員
に
は
、
自
動
車
・
二
輪
メ
ー

カ
ー
等
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
及
び
エ

ン
ジ
ニ
ア
の
方
々
な
ど
各
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を
迎

え
、
厳
正
な
審
査
を
行
っ
た
結

果
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
大

賞
1
点
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
デ
ザ
イ

ン
賞
２
点
、ダ
ビ
ン
チ
賞
２
点
、

審
査
員
特
別
賞
１
点
、
佳
作
23

点
が
選
出
さ
れ
た
。

・
モ
ビ
リ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
大
賞
：

ト
ー
タ
ル
で
最
も
優
れ
た
作
品

・
審
査
員
特
別
賞
：
創
造
性
に

優
れ
て
い
て
、
審
査
員
の
総
意

で
特
別
に
選
出
し
た
作
品

・
モ
ビ
リ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
賞
：

イ
メ
ー
ジ
や
機
能
が
最
も
優
れ

て
絵
に
表
現
さ
れ
て
い
る
作
品

・
ダ
ビ
ン
チ
賞
：
工
学
的
な
工

夫
に
優
れ
た
作
品

　

表
彰
式
の
後
に
は
、
受
賞
し

た
学
生
達
を
対
象
に
現
役
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る
、
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
の
ス
ケ
ッ
チ
指
導
（
手
書

き
と
ペ
ン
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
併

用
）
が
行
わ
れ
た
。

　

学
生
達
は
、
プ
ロ
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
か
ら
の
指
導
の
他
、
雑
談

も
交
え
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
れ
た
よ
う
で
、
受
賞
者

か
ら
は
、「
憧
れ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
話
せ
て
嬉
し
か
っ
た
」・「
新

し
い
概
念
を
教
え
て
も
ら
い
絵

が
上
達
で
き
た
」・「
線
の
書
き

方
の
特
徴
を
褒
め
て
も
ら
い
嬉

し
か
っ
た
」
と
い
っ
た
コ
メ
ン

ト
が
あ
っ
た
。

第
13
回
モ
ビ
リ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

表
彰
式

モビリティデザイン大賞 モビリティデザイン賞

モビリティデザイン賞 ダビンチ賞

ダビンチ賞

審査員特別賞

受賞者と講師役デザイナーの記念撮影

SKYSHARK- 自然を汚さない乗り物 安城市立安城北中学校 , 星野 眞吾 Farmilia 女子美術大学付属高等学校 和田 真都佳

SPACE RALLY 麗澤瑞浪中学校 鈴村 新太 Mobi：∞（モビエイト）愛媛県立八幡浜高等学校 岩田 優一

パクパクプッファくん 麗澤瑞浪中学校 山﨑 真穂

S-RIDE 千葉県立船橋高等学校 鵜殿 正基
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  横浜を舞台に過去 45 回の開催の歴史があり、 素材・部品・
研究開発・製造・IT および環境問題のハードとソフトが結
集する工業技術・製品の総合見本市として首都圏に確固た
る地位を築いているテクニカルショウヨコハマが 2 月 5 日
から 7 日にパシフィコで開催され、神奈川県メッキ工業組
合の次の会員企業が出展した。
　また、神奈川工業技術開発大賞に低反射アルマイトで東
栄電化工業㈱が受賞し、未来創出賞に㈱イワセが選ばれた。

テクニカルショーヨコハマ
首都圏最大級の工業技術・製品の総合見本市
新たな出会い、ビジネスの創出を実現！

令和 6 年度（第 39 回）
神奈川工業技術開発大
賞の受賞技術・製品の
未来創出賞で表彰され
た㈱イワセは三価ブラ
ックなど同社のめっき
技術とプレス加工を
PR していた

㈱イワセ

コーケンは最先端のアルマイト処理技術で、自動車、バイク、釣り具な
ど、幅広い業界の製品に美しい外観と高い耐久性をもたらしている。染料
メーカーとの連携により、17 色の豊富なカラーバリエーションに常時対
応し、お客様のニーズに合わせた表面処理が可能。特に耐食性、耐摩耗性
に優れるアルマイト処理は、製品の寿命を延ばしメンテナンスコストを削
減し、同社独自の技術により、深みのある色合いと高い光沢を実現。歴史
的な甲冑修復の経験から培われた技術を活かし、アルミ製甲冑の製作にも
成功。時空を超えた「ものづくり」に挑戦し続けており、お客様の製品に
新たな価値を創造し、より豊かな生活の実現に貢献していると PR した

㈱
コ
ー
ケ
ン

1983年に世界で初めてプラメッキに成功し、設
計から生産まで一貫生産に強みを持つ同社は、
多様な仕上がりの樹脂めっき製品。用途に答え
る機能めっき。を展示 PR した

関東化成工業㈱

小さな部品から大きなロールまで様々な金属へのめっき施工及
び仕上げ加工までの一貫したサービスを提供。取り外しの困難な
部品や機械への補修施工などを PR していた

㈱
ト
ー
ヨ
ー

斬新なアイデアと卓越した技術をもって、環境に配慮した「機能めっき」
を追求し、モノづくりと人を支え続けます。との企業理念を掲げ、「かな
がわ SDGs ｓパートナー」に登録されている同社技術を PR していた

㈱
黄
金
メ
ッ
キ
工
場

耐食試験 ( 塩水噴霧試験 )2,400h 赤さびなしの実力がある高耐食性のめっきや
当社で処理可能な錫めっき、ニッケルめっき等を展示して PR した

㈱駒ケ根電化

「次世代のマルチマテリアルに革新を !」- マルチマテリアルの可
能性を引き出す『アマルファ』- 同社の金属表面処理技術が、軽
量化の実現や異素材間の密着性を飛躍的に向上させる。異素材の
組み合わせにより製品設計の可能性を広げ、より革新的な製品開
発を後押しする。自動車や航空、エレクトロニクス分野などでの
次世代開発に最適な選択肢を提供し、より柔軟で高性能な製品設
計を実現すると PR した

さくら GS ㈱

同社は横浜にて大正 8 年の
創業以来、100 余年にわたり
厳しい品質管理のもとで 常
に「高品質」をモットーに優
れた製品のめっき加工に努
めている。日頃は機械部品や
自動車部品などへのめっき
加工をしているが、同社の今
回の出展ではちょっとした
遊び心からゴルフボールへ
のめっきに挑戦していた ! 

旭産業㈱

電気めっきと電着塗装 W コートで防錆力 UP と銘打ち、亜鉛めっ
き、亜鉛ニッケル合金めっき、カチオン電着塗装、複合処理などの
同社技術の PR を行った

㈱大協製作所

神奈川県メッキ工業組合ストリート



No.1 1 6 9 （ 6 ）令 和 7 年 4 月 10 日 発 行

みなさまのニーズに即、
お応えできる材料商社

関東金誠株式会社
●取り扱い商品

非鉄金属／めっき材料／研磨材料
本　　　社　〒 123-0844 東京都足立区興野 1 丁目 14 番 19 号

4227）2583（30XAF／1227）2583（30☎
高崎営業所　〒 370-1207 群 馬 県 高 崎 市 綿 貫 町 7 4 6 番 地

0293）643（720XAF／5293）643（720☎

広告のご用命は
03(3662)8736

長野県茅野市の同社は、全 15 種（無電解めっき系、電気めっき系）のめっき品目取り扱
いの他、バレル研磨や電解研磨、炭化水素洗浄などめっき処理以外の表面改質を PR した

神奈川県内唯一の自動機を保有している高村工業所では「鍍金で未来を切
り拓く」と銘打ち、亜鉛ニッケル合金めっきを施した自転車等を展示し
て、自社の技術を PR した

25 種類のめっき処理という豊富なラインナップの特徴を持っており、量産を前提にし
た技術力・解決力・設備能力がコア・コンピタンス。また、分析能力で品質を担保し、
短期間で安定的な量産を立ち上げることで表面処理に関わる問題を解決する。 同展示
会では、めっき Q&A や基礎知識、また困りごとなどの相談に乗っていた

新製品のジャケットヒーターや温調器、水素アニール技術を基盤とした 新技術を搭載
した「原子レベルアンチエイリアス熱処理ミニマル装置」の実機ほか、 高温から低温
まで各温度域に対応した各種ヒーター、温度センサーなど 熱に関する様々な製品を展
示した

テクニカルショーヨコハマ

㈲
高
村
工
業
所

坂
口
電
熱
㈱

㈱ハイライト

サ
ン
工
業
㈱

　SEMI（本部：米国カリフォルニア州ミルピタス）は 2 月 18 日（米国時間）、TechInsights と共同で発行す
る最新の Semiconductor Manufacturing Monitor レポートにおいて、2024 年第 4 四半期の世界半導体製
造産業が好調な業績を収め、主要業界セグメントのほとんどで前年同期比プラス成長となったことを発表した。
2025 年の始まりにおける業界の見通しは、AI 関連への積極的な投資による勢いがある一方で、季節性やマク
ロ経済の不確実性により、短期的には成長を妨げる恐れがあるため、用心深くも楽観的だ。
　2024 年上期に減少した電子機器の売上は同年下期に回復し、年間では 2% の増加となった。2024 年第 4
四半期の電子機器売上は前年同期比で 4% 増加したが、2025 年第１四半期は季節性の影響を受けて 1% 増と
なる見込み。IC の売上は 2024 年第 4 四半期に前年同期比 29% 増となった。AI 需要でハイパフォーマンス・
コンピューティング（HPC）およびデータセンター用メモリチップの出荷が増加しており、2025 年第 1 四半
期も前年同期比 23% 増と成長が続くことが予想される。
　電子機器の売上と同様に、半導体設備投資も 2024 年前半に減少を見せたが、特に第 4 四半期に力強い回復
をして、2024 年通期では 3% の成長を達成した。メモリの設備投資が引き続き成長を牽引しており、2024 年
第 4 四半期には前期比で 53%、前年同期比では 56% と急増した。非メモリ分野の設備投資も 2024 年第 4 四
半期に小幅ながら増加し、前期比 19%、前年同期比 17% の上昇を示した。2025 年第 1 四半期の設備投資は、
AI の発展に伴う高帯域幅メモリ（HBM）の生産能力拡大に向けた投資に支えられて、トータルでは前年同期比
16% 増と好調が続く見込み。
　半導体製造装置セグメントは、主に最先端ロジック、アドバンスト・パッケージング、HBM の生産能力拡大
に向けた投資の増加により、堅調を維持した。2024 年第 4 四半期のウェーハファブ装置（WFE）への投資は、
前年同期比で 14%、前期比で 8% 増加している。2025 年第 1 四半期の WFE 販売額は、約 260 億ドルの予
測。中国の投資は引き続き WFE 市場で重要な役割を担うが、年末にかけて減少に転じている。また、後工程
装置も、2024 年第 4 四半期に大幅な増加をしており、テスト装置は前期比で 5% 増、前年同期比では 55% 増
もの目覚ましい成長を記録した。一方、組立・パッケージング装置は前年同期比で 15% 増となっている。両セ
グメントとも、2025 年第 1 四半期には前期比で 6 ～ 8% の成長を示すことが予想される。

2024年第4四半期の世界半導体製造産業は好調な業績を記録

　 ウ ェ ー ハ フ ァ ブ 生 産 能 力 は、
2024 年第 4 四半期に世界全体で四
半期当たり 4,200 万枚（300mm ウ
ェーハ換算）を上回る記録を打ち立
てたが、2025 年第 1 四半期には
4,270 万枚近くまで増加すること
が予測される。ファウンドリおよび
ロジックの生産能力は、2024 年第
4 四半期に前期比 2.3% 増加と、引
き続き力強い成長を示している。
　このセグメントは、先端ノードの
生産能力拡大により、2025 年第 1
四半期に 2.1% 増加する見込み。メ
モリの生産能力は 2024 年第 4 四半
期に 1.1% 増加し、HBM の旺盛な
需要に牽引されて 2025 年第 1 四半
期も同水準を維持することが予測
される。
　SEMI の市場情報担当シニアディ
レクタである Clark Tseng は、「季
節性やマクロ経済の不確実性とい
う問題はありますが、AI が主導する
投資の勢いは、メモリ、設備投資、
ウェーハファブ装置など、主要セグ
メント全体にわたる拡大を引き続
き推進しています。2025 年も、業
界は引き続き慎重ながらも楽観的
であり、ハイパフォーマンス・コン
ピューティングとデータセンター
拡張の継続的需要に牽引された力
強い成長が見込まれます」と述べて
いる。

IC 売上高グラフ

半導体設備投資額とウェーハファブ生産能力の推移グラフ


